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　本グループは宿泊型の EG である。X 年







　A：40代 女 性。B：60代 女 性。C：60代






























































































































































































































































































































































た。実施日は X 年 Y ＋１月の13：00-16：30
の3.5時間。参加するのはファシリテー
ター，コ・ファシリテーター，事務局の３
人と，このプログラムをサポートしてくれ
る２人の計５人である。
　ケースカンファレンスにより，もう１度
体験を深く見つめ直すことができたり，客
観的な意見をもらうことで新しい視点を得
ることができた。エンカウンター・グルー
プの目的に沿って検討すると，自己理解に
ついては，自身の自己理解，特に今後の
キャリアについての自己理解が進んだり，
メンバーの自己理解が弱いところが明確に
なったりした。他者理解については，他者
を見る目が細かく幅広くなった。親密な関
係については，これまでより親密な関係に
なっていることがはっきり意識化できるよ
うになった。
Ⅳ　考察
　「コ・ファシリテーター方式プログラム」
を受けた立場から，コ・ファシリテーター
にどのようなことが起こっているか等につ
いて考察を行う。
１．コ・ファシリテーター自身の自己理解
の深まりと自己変容
　「メンバーとしてエンカウンター・グ
ループを体験」することによる自己理解と
は異なる「コ・ファシリテーターとしてエ
ンカウンター・グループを体験」すること
による自己理解の深まりが得られた。特
に，自分の長所を再確認出来，自分の将来
向いている職業がはっきりし，自身のキャ
リアが明確になった。またそれだけではな
く，自身が無力だと痛感したことにより，
自身の心の硬さが緩み楽に過ごせるように
なったり，よりありのままの自分でいられ
るようになるなどの自己変容がエンカウン
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ター・グループ後の日常生活において見ら
れた。
２．セッション内でのファシリテーション
の学び
　ファシリテーターとペアの立場のコ・
ファシリテーターとして，ファシリテー
ションを行うことを通して，セッション内
でのファシリテーターのあり方や，発言，
介入の仕方を観察することにより，ファシ
リテーションについての学びが起こってい
るように思われる。コ・ファシリテーター
としての役割，必要性から，メンバーとし
て出ているエンカウンター・グループと
は，ファシリテーションの学びの量も質も
大きく違った。また，それはエンカウン
ター・グループのセッション内だけではな
く，スタッフ・ミーティングを直後にする
ことで，より強化，促進され，ファシリテー
ションの学びにおいて相乗効果を発揮する
ことになったと思われる。
３．毎セッション後のスタッフ・ミーティ
ングでのファシリテーションの学びとサ
ポートされること
　スタッフ・ミーティングを毎セッション
後に手厚く行い，セッションを振り返り，
活発に意見を交換させることにより，セッ
ション中の学びとは違うファシリテーショ
ンの学びが得られたように思われる。セッ
ション中に感じていたメンバーやグループ
に起こっていることを確認すること，ファ
シリテーターの言動の意図を聞くことに
よって，より深い学びが可能となった。ま
た，ファシリテーターと事務局の両方から
の視点を得たり，サポートされる体験によ
り，心の準備を整え次のセッションに臨む
ことができたり，活力を得ることができる。
４．ファシリテーターとしての自信の向上
　ベテランのファシリテーターと組み，頼
れる人がそばにいる状態で，サポートされ
る感覚を持ちながら，ファシリテーション
を行うことができる。そんな安全安心な場
で初めてのコ・ファシリテーター体験がで
きることで，成功体験となり，グループに
対して良い，温かいイメージを持つことが
できる。そのことによってファシリテー
ションの模範的な型ができることにより，
今後のグループのファシリテーターとして
の自信となる。また，メンバーから温かい
言葉をかけていただくことにより，自信を
さらに得ることができる。結果的に，将来
一人前のファシリテーターとなり，様々な
エンカウンター・グループを企画し，実施
していくという気持ちが強くなった。
５．事務局の存在，サポートの大きさ
　コ・ファシリテーターは初めてのファシ
リテーションを試みる中で大変不安であ
り，メンバーが自由時間を過ごしている間
にも，スタッフ・ミーティングを行ったり，
セッション中の自身のことをまとめたりと
体力的にも大変厳しい。そのようなサポー
トを大きく必要とする中で，ファシリテー
ター以外の経験豊富な事務局がいることの
意義はとても大きく，大変助けられた。メ
ンバーへの連絡，宿泊施設の予約，会場の
用意，事務的な連絡，当日の買い出し，体
調のすぐれないメンバーへの対応など，エ
ンカウンター・グループをする上で必要な
仕事をほとんどやっていただき，感謝して
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もしきれないくらいである。また，グルー
プに直接いない立場での視点や意見をもら
える，ファシリテーターに言いづらいよう
なことも事務局に相談することができるな
ど，ファシリテーターとは違った側面の役
割を担っているといえる。
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　この度，本稿をまとめることを快く承諾
して下さったメンバーの皆様に心より感謝
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